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地
域
経
済
の
停
滞
や
低
所
得
者
層
の
増
加
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
高
齢

化
に
よ
る
医
療
費
の
増
加
や
被
保
険
者
数
の
減
少
等
に
よ
り
、
一
人
当
た
り
の

税
負
担
が
増
え
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
本
来
は
税
率
改
定
基
本
方
針
に
基
づ

き
税
率
改
正
す
る
と
こ
ろ
を
、
市
で
は
一
人
当
た
り
の
税
額
を
前
年
度
並
み
と

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
当
初
予
算
で
一
般
会
計
か
ら
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
に
３
千
万
円
を
繰
入
れ
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
補
正

予
算
で
９
千
万
円
の
追
加
繰
入
れ
を
行
い
ま
す
。

　
議
会
で
は
こ
の
税
率
の
改
正
を
め
ぐ
り
、
賛
成
と
反
対
の
立
場
か
ら
討
論
が

あ
り
、
賛
成
多
数
で
原
案
を
可
決
し
て
い
ま
す
。（
詳
し
く
は
10
ペ
ー
ジ
）

議案審議

6
月例

定

会

各会計補正予算など
15 議案を可決

請願一覧表

　
6
月
定
例
会
（
第
5
回
本

宮
市
議
会
定
例
会
）
は
、
条

例
の
制
定
や
各
種
会
計
補
正

予
算
な
ど
14
議
案
と
報
告
5

件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
市
長
か
ら
議

案
1
件
、
議
員
か
ら
発
議
4

件
が
提
出
さ
れ
、
討
論
・
採

決
を
行
っ
た
結
果
、
す
べ
て

の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
1
件
が
提
出

さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
採
択

と
決
定
し
ま
し
た
。

受理番号 受理年月日 付託委員会 件　名 提出者 審議結果

請　願
第１号

平成26年
5月27日 生活福祉 手話言語法制定を求める意

見書の提出を求める請願書

二本松聴力障がい者会
会　長　　野 地　初 弘
本宮手話サークルほほえみ会
会　長　　野 内　佳 子 採　択

紹介議員　菅 野　健 治

0.24%のみ
引き上げ

国民健康保険の税改正

項　目 平成26年度 平成25年度

応
能

所得割

医療給付費 5.87％ 5.56％

後期高齢者支援金 2.73% 2.89%

介護納付金 2.15% 2.28%

資産割

医療給付費 廃止 11.00%

後期高齢者支援金 ― ―

介護納付金 ― ―

応
益

均等割

医療給付費 21,100円 20,400円

後期高齢者支援金 9,000円 9,000円

介護納付金 10,000円 9,900円

平等割

医療給付費 16,900円 17,200円

後期高齢者支援金 7,200円 7,300円

介護納付金 5,500円 5,600円
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≪一般会計補正予算の主な内訳≫
歳出
復興公営住宅整備のための基金積立金
� …１６億５,６７０万円
農業施設の豪雪災害支援事業補助金　
� …　２億７,４４０万円
市役所本庁舎の空調設備改修工事費　
� …　１億４,９００万円
歳入
長期避難者生活拠点形成交付金　　　
� …１６億５,６７０万円
豪雪災害特別対策事業補助金　　　　
� …　２億２,９２０万円

農業施設の災害復旧支援に
2億7,440万円

復
興
公
営
住
宅
整
備
の
た
め
の

基
金
に
16
億
円
を
積
み
立
て

　
今
議
会
に
提
出
さ
れ
た
平
成
26

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
は
、
歳
出
の
約
67
％
が
復
興

公
営
住
宅
整
備
に
対
し
て
交
付
さ

れ
る
国
庫
補
助
金
の
基
金
積
み
立

て
で
す
。

　
そ
の
他
に
、
本
年
２
月
の
豪
雪

に
よ
り
損
壊
し
た
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

等
の
農
業
施
設
の
復
旧
及
び
撤
去

等
に
支
援
を
行
う
経
費
な
ど
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
最
終
日
に
は
、
糠
沢
・
和

田
・
白
岩
地
区
の
小
学
校
や
幼
稚

園
の
遊
具
を
更
新
す
る
た
め
の
経

費
な
ど
を
計
上
し
た
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

繰
出
金
の
考
え
方
は

　
一
般
会
計
か
ら
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
へ
９
千
万
円
の
繰
出

金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
国
民

健
康
保
険
加
入
者
数
は
市
民
全
体

の
約
４
分
の
１
で
あ
る
。
税
の
公

平
性
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　

国
民
健
康
保
険
の
制
度
は
相

互
扶
助
で
あ
り
、
本
来
は
国
民
健
康

保
険
税
か
ら
負
担
す
る
べ
き
で
あ

る
が
、
高
齢
者
や
低
所
得
者
の
方

も
加
入
す
る
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
で
あ
り
、
や
む
を
得
な
い
。

支
払
い
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

　
豪
雪
に
よ
る
農
業
施
設
災
害

支
援
費
に
つ
い
て
、
申
請
の
取
り

ま
と
め
や
生
産
者
へ
の
支
払
い
は

い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ

れ
る
の
か
。

　
県
で
は
各
市
町
村
の
事
業
見

込
み
を
把
握
し
、
こ
れ
か
ら
予
算

化
や
要
綱
の
整
備
を
行
う
。
市
で

も
今
後
要
綱
等
の
整
備
を
行
い
、

秋
口
に
は
支
給
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
く
。

議案審議

議
案
質
疑

一般会計補正予算 歳入歳出に

24億5,400万円を増額

第3号第2号
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常任委員会審査

総務文教常任委員会
　総務文教常任委員会には、一般会計補正予算（第２号）
のほか４件の議案が付託されました。
　主な審議内容は、次のとおりです。

　生活福祉常任委員会には、国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例制定についてのほか、議案５件、請願１件が付託されました。
　主な審議内容は、次のとおりです。

長
期
避
難
者
生
活
拠
点
　

形
成
基
金
条
例
制
定

空
室
に
な
っ
た
場
合
は

　
復
興
公
営
住
宅
整
備

の
経
費
で
あ
る
長
期
避
難
者

生
活
拠
点
形
成
交
付
金
を
管

理
し
、
想
定
外
の
事
業
期
間

延
長
等
に
よ
る
リ
ス
ク
を
避

け
る
た
め
、
基
金
を
設
置
す

る
。

　
空
室
に
な
っ
た
場
合
、

償
還
財
源
で
あ
る
家
賃
収
入

面
か
ら
、
市
と
し
て
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

今
後
の
国
保
財
政
の

運
営
方
針
は

　
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
高
齢
化
や
被
保
険
者
数

の
減
少
等
に
よ
り
、
一
人
当

た
り
の
税
負
担
が
増
え
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
、
税
額
を
前
年
度
並
み

に
据
え
置
く
。
負
担
軽
減
の

財
源
と
し
て
、
前
年
度
繰
越

金
か
ら
１
億
６
千
万
円
を

充
当
し
、
一
般
会
計
か
ら

９
千
万
円
の
追
加
繰
入
れ
を

行
う
。

　
空
室
と
な
ら
な
い
よ
う

努
力
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

入
居
希
望
者
が
少
な
い
場
合

は
、
国
・
県
と
協
議
し
な
が

ら
、
入
居
者
の
条
件
を
緩
和

す
る
な
ど
の
対
応
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

一
般
会
計
補
正
予
算

他
の
学
校
へ
の
対
応
は

　
今
年
度
よ
り
実
施
す

る
小
・
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

設
置
工
事
の
う
ち
、
本
宮
第

一
中
学
校
の
空
調
設
備
設
置

工
事
管
理
業
務
委
託
の
事
業

費
を
増
額
補
正
す
る
。

　
他
の
学
校
も
同
様
の
管

理
業
務
が
必
要
な
の
か
。

　
本
宮
第
一
中
学
校
は
、

今
年
度
よ
り
耐
震
補
強
改
修

工
事
を
予
定
し
て
お
り
、
大

規
模
で
居
な
が
ら
施
工
と
な

る
た
め
、
工
区
分
け
が
複
雑

で
あ
る
と
い
う
特
殊
事
情
が

あ
る
。
空
調
設
備
整
備
工
事

の
実
施
に
は
、
耐
震
補
強
改

修
工
程
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
必
要
が
あ
る
た
め
で
あ
り
、

他
の
学
校
で
は
不
要
で
あ
る
。

▲委員会室での審査

　
国
民
健
康
保
険
の
運
営

主
体
が
市
か
ら
県
に
移
行
す

る
際
の
税
額
格
差
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

　
平
成
29
年
度
を
目
途
に

移
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、

そ
の
際
に
本
市
の
税
額
が
大

き
く
変
わ
ら
な
い
よ
う
、
県

内
で
も
平
均
的
な
税
額
に
調

整
し
て
い
る
。

　
今
後
の
国
保
財
政
運
営

方
針
は
。

　
国
保
財
政
は
医
療
費
を

は
じ
め
絶
え
ず
変
動
し
て
お

り
、
見
通
し
を
立
て
る
の
が

困
難
で
あ
る
が
、
状
況
を
勘

案
し
な
が
ら
方
針
を
示
し
た

い
。

請
願
の
審
査
結
果

「
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

請
願
書
」
は
、
多
く
の
人
が

手
話
に
触
れ
、
耳
の
聞
こ
え

な
い
方
が
正
し
い
情
報
を
取

得
し
、
社
会
的
に
自
由
に
生

活
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

寄
与
す
る
た
め
、
意
見
書
を

提
出
す
べ
き
で
あ
る
と
全
委

員
の
意
見
が
一
致
し
、
採
択

す
べ
き
と
決
定
し
た
。

生活福祉常任委員会

▲委員会室での審査
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常任委員会審査

産業商工常任委員会
　産業商工常任委員会には、一般会計補正予算（第２号）
のほか１件の議案が付託されました。
　主な審議内容は、次のとおりです。

▲委員会室での審査

▲委員会室での審査

　
今
後
、
県
で
要
綱
が
定

め
ら
れ
、
本
市
で
も
要
綱
を

整
備
す
る
。
そ
れ
か
ら
改
め

て
、
被
災
農
家
に
申
請
等
の

お
知
ら
せ
を
す
る
た
め
、
秋

口
を
目
標
に
補
助
金
の
交
付

を
実
施
し
た
い
。

今
回
の
申
請
増
加
の
原
因
は

　
農
地
等
小
規
模
災
害

復
旧
事
業
の
補
正
増
は
、
昨

年
夏
の
集
中
豪
雨
被
害
で
新

た
に
申
請
の
あ
っ
た
30
件
分

の
補
助
金
で
あ
る
。

　
昨
年
度
の
実
績
は
３
件

で
あ
る
が
、
今
回
30
件
に
増

加
し
た
要
因
は
何
か
。

　
水
稲
作
付
け
に
向
け
た

春
作
業
で
新
た
に
確
認
さ
れ
、

対
象
案
件
が
増
え
た
も
の
と

考
え
て
い
る
。

意
見
書
提
出

　
６
月
13
日
に
規
制
改
革
会

議
が
内
閣
総
理
大
臣
に
答
申

し
た
農
業
改
革
案
に
つ
い
て
、

「
現
場
の
農
業
者
や
地
域
の

意
向
を
反
映
し
、
真
に
農
業

所
得
の
向
上
や
農
業
の
成
長

産
業
化
に
つ
な
が
る
改
革
案

と
な
る
よ
う
取
り
組
む
べ

き
」
と
の
意
見
が
あ
り
、
意

見
書
を
国
へ
提
出
す
べ
き
と

意
見
が
一
致
し
た
。

建設水道常任委員会

一
般
会
計
補
正
予
算

補
助
金
交
付
ま
で
の
流
れ
は

　
豪
雪
災
害
特
別
支
援

事
業
の
補
正
増
は
、
２
月
の

豪
雪
で
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
等
の

被
害
を
受
け
た
農
業
者
か
ら

報
告
の
あ
っ
た
被
害
状
況
を

基
に
事
業
金
額
が
算
出
さ
れ

る
。
現
在
、
県
で
予
算
を
計

上
し
て
い
る
。

　
今
後
、
被
災
農
家
へ
の

補
助
金
交
付
は
、
ど
の
よ
う

な
流
れ
で
行
わ
れ
る
の
か
。

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

設
備
整
備
の
計
画
は

　

立
石
山
浄
水
場
の
ろ

過
施
設
の
一
部
で
漏
水
が
見

つ
か
り
、
他
施
設
へ
の
影
響

も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
現
在

施
設
を
休
止
し
て
い
る
。
今

後
の
水
需
要
を
考
慮
し
、
給

水
に
支
障
が
無
い
よ
う
、
仮

設
ろ
過
設
備
を
設
置
す
る
た

め
の
費
用
を
専
決
処
分
し

た
。

　
現
在
の
ろ
過
設
備
を
修

繕
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
新

た
な
施
設
を
整
備
し
て
い
く

の
か
。

　
現
在
の
ろ
過
設
備
は
耐

震
補
強
が
必
要
な
施
設
で
あ

る
た
め
、
新
た
な
施
設
更
新

も
視
野
に
入
れ
検
討
を
進
め

て
い
く
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　

復
興
公
営
住
宅
整

備
に
か
か
る
役
務
費
と
委
託

料
、
市
道
改
良
工
事
に
伴
う

用
地
取
得
費
、
公
共
下
水
道

事
業
特
別
繰
出
金
に
伴
う
補

正
で
あ
る
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

　
公
共
事
業
に
伴
う
住

宅
移
転
に
係
る
汚
水
枝
線
整

備
費
な
ど
の
補
正
で
あ
る
。

　建設水道常任委員会には、一般会計補正予算（第２号）のほ
か４件の議案が付託されました。
　主な審議内容は、次のとおりです。



6もとみや議会だより第35号

特別委員会審査

平成26年度も意見交換会を開催

議会として東西アクセス
整備を調査・検討

　
５
月
13
日
開
催
の
委
員
会

で
は
、
平
成
25
年
度
の
意
見

交
換
会
で
市
民
の
方
か
ら
い

た
だ
い
た
意
見
等
の
整
理
・

検
討
と
、
今
後
の
意
見
交
換

会
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

意
見
等
の
整
理
・
検
討

　
平
成
25
年
度
に
予
定
し
て

い
た
意
見
交
換
会
が
全
て
終

了
し
た
た
め
、市
民
の
意
見・

要
望
等
を
「
市
長
部
局
に
伝

え
る
も
の
」
と
「
議
会
で
の

対
応
と
す
る
も
の
」
に
精
査

分
別
し
、
議
会
と
し
て
の
対

応
方
針
の
検
討
を
行
い
ま
し

た
。

　

検
討
の
結
果
、「
市
長
部

局
に
伝
え
る
も
の
」
は
、
市

民
の
率
直
な
意
見
と
し
て
市

長
部
局
に
伝
え
る
こ
と
と

し
、
６
月
10
日
に
議
長
よ
り

市
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、「
議
会
で
の
対
応
と
す

る
も
の
」
は
全
員
協
議
会
で

全
議
員
に
対
し
て
報
告
し
意

見
を
求
め
、
そ
の
結
果
を
議

長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
意
見
・
要
望
等
を

精
査
分
別
し
た
結
果
は
９

ペ
ー
ジ
ま
た
は
本
宮
市
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
５
月
21
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、「
本
宮
駅
周
辺
東
西

ア
ク
セ
ス
整
備
計
画
書
」
の

説
明
を
執
行
部
に
求
め
ま
し

た
。

　

駅
利
用
者
の
調
査
は

　
市
が
将
来
に
わ
た
り

活
気
あ
ふ
れ
る
街
で
あ
り
続

け
る
た
め
、
駅
周
辺
の
利
便

性
、
快
適
性
の
向
上
や
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
が
重
要
な
課
題

で
あ
る
た
め
、
本
宮
駅
周
辺

東
西
ア
ク
セ
ス
整
備
事
業
に

取
り
組
む
。

今
後
の
意
見
交
換
会

　
平
成
25
年
度
の
意
見
交
換

会
の
結
果
を
受
け
、
今
後
の

開
催
に
つ
い
て
検
討
を
行
い

ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
様
々
な
意
見

が
出
さ
れ
、
協
議
の
結
果
、

平
成
26
年
度
も
継
続
し
て
開

催
す
る
こ
と
と
し
、
開
催
単

位
は
小
学
校
区
ご
と
の
７
会

場
、
時
期
は
10
月
下
旬
か
ら

11
月
に
か
け
て
開
催
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
７
月
８
日
開
催
の
委
員
会

で
は
日
程
や
班
編
成
、
報
告

内
容
等
詳
細
が
決
定
さ
れ
、

裏
表
紙
の
と
お
り
開
催
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
実
施
の
た
め
に
、

駅
利
用
者
の
詳
細
調
査
は
実

施
し
た
の
か
。

　
東
口
広
場
整
備
計
画
を

進
め
る
段
階
で
は
調
査
を
実

施
し
た
が
、
西
口
も
含
め
た

調
査
は
今
後
進
め
る
。

整
備
費
用
の
負
担
割
合
は

　
東
西
ア
ク
セ
ス
整
備
に

か
か
る
費
用
の
Ｊ
Ｒ
と
市
の

負
担
割
合
は
。

　
負
担
割
合
は
国
土
交
通

省
の
要
綱
に
基
づ
き
、
今
後

決
定
さ
れ
る
。

　
本
特
別
委
員
会
で
は
、
今

後
も
十
分
な
調
査
・
検
討
を

行
い
ま
す
。

議会活性化検討特別委員会

本宮駅周辺整備検討特別委員会

▲会議室での審査

▲会議室での審査

詳細は裏表紙へ！
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特別委員会審査

市長に
今後の対策を要望

５
月
21
日
開
催
の
委
員
会
で

は
「
仮
置
き
場
及
び
住
宅
除

染
の
状
況
」「
道
路
の
除
染
」

「
農
産
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
状
況
」「
市
民
の
健
康
調

査
の
状
況
」「
た
め
池
の
除

染
」
に
つ
い
て
、
市
か
ら
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
主
な
審
議
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

仮
置
き
場
設
置
数
、

市
の
方
針
は

　
和
田
・
長
屋
地
区
は

搬
入
が
完
了
し
、
関
下
地
区

は
搬
入
中
で
あ
り
、
高
木
地

区
は
６
月
か
ら
搬
入
開
始
予

定
で
あ
る
。
白
岩
・
糠
沢
・

青
田
・
荒
井
を
除
く
地
区
は

設
計
を
進
め
て
い
る
。

　
岩
根
地
区
に
は
仮
置
き

場
が
５
箇
所
設
置
さ
れ
る

が
、
市
の
方
針
で
は
大
字
単

位
に
１
～
２
箇
所
で
は
な

か
っ
た
の
か
。

　
当
初
は
大
字
地
区
単
位

で
13
箇
所
設
置
す
る
計
画
で

あ
っ
た
が
19
箇
所
と
な
っ

た
。
地
元
の
意
見
を
最
大
限

に
優
先
し
て
設
置
し
て
い
き

た
い
。

　
特
別
委
員
会
と
し
て
市
長

へ
今
後
の
対
策
を
求
め
る
要

望
書
を
６
月
９
日
に
提
出
し

ま
し
た
。
ま
た
、
国
に
対
し

て
は
福
島
県
内
の
原
子
力
発

電
所
の
全
基
廃
炉
を
求
め
る

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
と

し
、
特
別
委
員
会
と
し
て
の

調
査
活
動
は
６
月
定
例
会
で

終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
要
望
事
項
は
、
下
記
の
と

お
り
で
す
。

農産物の風評被害の早期払しょ
くのための対策を講じること

農産物のモニタリングを
継続して実施すること

市民の健康を守るため、長
期的な健康管理を図ること

本宮市除染実施計画に基づき
住宅除染を完了させること

農業は本市の基幹産業であるが、
放射性物質に対する不安は依然
として根強く、風評被害の払しょ
くのため現在まで様々な活動を
行ってきたが、いまだに福島県産
の農産物が敬遠されていることか
ら、風評被害の早期払しょくのた
めさらなる対策を講じること。

食品に対する安全の確保
と、市の農産物の信頼回
復のためモニタリングを
継続して実施し、情報を
発信すること。

市民の健康を守るため、ガ
ラスバッジやホールボディ
カウンターによる被ばく線
量の測定を継続し、長期的
な健康管理を行うこと。

放射線に対する不安を一日も
早く解消できるよう、本宮市
除染実施計画に基づき平成
27 年度までに市内の除染を
完了させること。また道路及
び農業施設の除染の迅速化を
図ること。

民
間
の
工
場
等
の
除
染
は

　

住
宅
除
染
は
和
田
・

長
屋
・
高
木
井
戸
上
地
区
が

終
了
し
、
高
木
・
仁
井
田
・

関
下
・
白
岩
・
稲
沢
・
松
沢

地
区
は
作
業
中
で
あ
る
。

　
25
年
度
末
ま
で
の
発
注
状

況
は
３
，
５
６
９
件
で
発
注

率
は
43
・
４
％
と
な
っ
て
お

り
、
今
年
度
内
に
は
残
り
の

５
地
区
を
発
注
し
た
い
。 

　
民
間
の
工
場
や
施
設
の

除
染
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
。

　

住
宅
除
染
を
優
先
し
、

工
場
等
の
所
有
者
に
は
順
次

除
染
の
確
認
書
を
送
付
し
て

い
る
。
確
認
書
が
ま
と
ま
り

次
第
、
地
区
の
除
染
と
あ
わ

せ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

東日本大震災対策特別委員会
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意見交換会報告

第１回 本宮市議会 市民との意見交換会

・��

県
道
の
復
旧
や
歩
道
設
置
等
を
議

会
か
ら
も
要
望
し
て
欲
し
い
。

・�

三
春
街
道
沿
い
に
街
灯
の
設
置
を
。

・�

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
バ
ス
の
助
成

金
が
な
く
な
っ
て
困
っ
て
い
る
。

市
の
福
祉
バ
ス
を
貸
し
て
欲
し
い
。

・�

意
見
交
換
会
を
年
１
回
だ
け
で
な

く
２
回
、
３
回
と
や
っ
て
欲
し
い
。

・�

作
っ
た
農
産
物
を
線
量
計
で
測
っ

て
安
全
だ
と
言
っ
て
も
売
れ
な

い
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

・�

会
派
制
が
導
入
さ
れ
た
。
普
通
は

代
表
質
問
が
あ
る
と
思
う
が
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

・�

和
田
地
区
で
は
特
に
少
子
化
問
題

が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
議
会
で

の
取
り
組
み
は
。

・�

ド
リ
ー
ム
ラ
イ
ン
が
た
だ
の
通
過

点
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

・�

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
区
で
利
用
で
き
る
バ

ス
を
購
入
し
て
欲
し
い
。

・�

防
犯
灯
の
設
置
箇
所
の
増
加
を
。

・�

議
会
と
市
民
と
の
接
点
が
少
な
い
。

興
味
を
持
た
れ
る
議
会
に
し
て
欲
し

い
。

・�

議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
を

議
会
だ
よ
り
の
も
っ
と
見
や
す
い
場

所
に
載
せ
る
べ
き
。

・�

８
月
５
日
の
豪
雨
災
害
で
自
宅
付
近

の
道
路
が
崩
れ
た
が
、
市
は
確
認
に

も
来
な
か
っ
た
。

・�

意
見
交
換
会
を
土
日
に
開
催
す
る
こ

と
も
考
え
て
は
。

会　
　
場
：
白
沢
公
民
館
和
田
分
館

参
加
市
民
：
15
名

出
席
議
員
：
菊
田
広
嗣
、
三
瓶
裕
司
、�

根
本
七
太
、
渡
辺
秀
雄
、
渡
辺
忠
夫
、

作
田　
博
（
６
名
）

会　
　
場
：
白
沢
公
民
館
白
岩
分
館

参
加
市
民
：
３
名

出
席
議
員
：
菅
野
健
治
、
橋
本
善
壽
、

山
本　

勤
、
渡
辺
善
元
、
川
名
順
子
、

渡
辺
由
紀
雄
（
６
名
）

会　
　
場
：
白
沢
公
民
館
糠
沢
分
館

参
加
市
民
：
３１
名

出
席
議
員
：
後
藤
省
一
、佐
々
木
広
文
、

伊
藤
隆
一
、
矢
島
義
謙
、
国
分
民
雄
、

國
分
義
之
（
６
名
）

　本宮地区に引き続き、平成 26 年 3 月 25 日には白沢地区の 3 会場で開催しました。
白沢地区のそれぞれの会場での結果をご報告いたします。いただいたご意見やご提案は、
議会活性化検討特別委員会で集約・精査を行い、今後の政策形成に生かしていきます。

主
な
ご
意
見

糠
沢
小
学
校
区

和
田
小
学
校
区

白
岩
小
学
校
区

主
な
ご
意
見

主
な
ご
意
見
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意見等の対応報告

意見・要望を市に提出しました！

市
政
全
般
に
つ
い
て

・�

郡
山
市
や
福
島
市
の
よ
う
に
何
で
も

作
っ
て
い
っ
た
ら
（
財
政
的
に
）
つ

ぶ
れ
る
。
小
さ
な
市
と
し
て
こ
れ
だ

け
と
決
め
て
や
れ
ば
良
い
。

・�

市
を
３
つ
の
中
学
校
区
で
考
え
、
そ

の
人
達
が
平
等
に
近
い
形
で
恩
恵
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
施
策
を
実
施
し

て
欲
し
い
。

人
口
増
対
策
関
係
に
つ
い
て

・�

市
の
人
口
こ
の
ま
ま
で
は
減
っ
て
し

ま
う
。
独
身
者
に
出
会
い
の
場
を
。

・�

働
け
る
企
業
を
考
え
て
欲
し
い
。

除
染
に
つ
い
て

・�

糠
沢
の
除
染
が
遅
い
。

・�

市
は
土
壌
検
査
を
し
て
く
れ
な
い
が

行
っ
て
欲
し
い
。

消
防
に
つ
い
て

・�

消
防
団
Ｏ
Ｂ
も
活
躍
で
き
る
よ
う
に

し
て
は
ど
う
か
。

・�

岩
根
地
区
に
は
駐
車
場
の
な
い
消
防

屯
所
が
あ
る
。
団
員
に
事
故
の
な
い

よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

教
育
・
文
化
に
つ
い
て

・�

震
災
後
花
壇
は
草
だ
ら
け
。
土
を
入

れ
替
え
て
子
ど
も
達
に
土
を
触
ら
せ

て
欲
し
い
。

・�

学
校
図
書
の
充
実
を
。

そ
の
他

・�

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
バ
ス
の
助
成
金

が
な
く
な
っ
て
困
っ
て
い
る
。
バ
ス

の
確
保
を
お
願
い
し
た
い
。

道
路
関
係
に
つ
い
て

・�

阿
武
隈
川
堤
防
に
５
メ
ー
ト
ル
道
路

を
整
備
す
る
際
に
、
子
ど
も
達
の
登

下
校
の
安
全
を
考
慮
し
て
整
備
し
て

欲
し
い
。

・�

県
道
本
宮
熱
海
線
で
、
本
宮
二
中
や

家
畜
市
場
も
あ
り
交
通
量
が
増
え
て

お
り
、
三
本
松
交
差
点
が
大
変
混
雑

し
て
い
る
。

・�

光
が
丘
か
ら
の
県
道
に
歩
道
を
整
備

し
て
欲
し
い
。

・�

水
害
で
壊
れ
た
道
路
の
早
期
復
旧
。

・�

大
雪
の
時
、
歩
道
の
除
雪
が
さ
れ
ず

通
学
す
る
子
ど
も
達
が
気
の
毒
だ
っ

た
。歩
道
の
除
雪
を
強
く
要
望
す
る
。

建
物
・
土
地
利
用
等
に
つ
い
て

・�

老
人
憩
の
家
の
建
て
替
え
を
。

・�

本
宮
駅
西
口
通
路
の
早
期
開
設
。

・�

住
宅
の
確
保
等
、
人
口
増
加
を
見
据

え
た
五
百
川
駅
周
辺
の
開
発
を
。

・�
五
百
川
駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
が
狭
く
、

特
に
子
ど
も
の
送
り
迎
え
が
危
険
な

の
で
早
急
に
改
善
し
て
欲
し
い
。

・�

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
を
蛇
ノ
鼻
周
辺

に
作
っ
て
欲
し
い
。

・�

西
田
町
か
ら
白
沢
に
入
る
と
大
変
暗

い
。
三
春
街
道
沿
い
街
灯
を
増
や
し

て
欲
し
い
。

・�

和
田
の
ド
リ
ー
ム
ラ
イ
ン
は
工
業
に

も
住
宅
に
も
利
用
で
き
る
有
用
な
土

地
が
あ
る
が
、
た
だ
の
通
過
点
に

な
っ
て
い
る
。

会
派
制
・
政
務
活
動
費
に
つ
い
て

・�

会
派
で
の
代
表
質
問
を
行
わ
な
い
な

ら
会
派
制
の
意
味
が
な
い
の
で
は
。

・�

政
務
活
動
費
を
も
ら
っ
て
い
る
議
員

は
、
税
金
を
使
っ
て
い
る
の
だ
か
ら

シ
ビ
ア
に
な
っ
て
、
こ
れ
だ
け
の
成

果
が
上
が
っ
て
い
る
と
報
告
し
て
も

ら
い
た
い
。

議
員
に
要
望
す
る
こ
と

・�

議
員
の
顔
を
見
る
こ
と
が
な
い
の

で
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
顔
を
出

し
て
意
見
交
換
し
て
欲
し
い
。

・�

災
害
時
、
議
員
は
歩
い
て
見
て
回
っ

て
欲
し
い
。

・�

執
行
部
と
の
や
り
取
り
が
出
来
レ
ー

ス
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
議
会
と

し
て
執
行
部
に
物
を
申
す
こ
と
が
で

き
る
環
境
で
あ
っ
て
欲
し
い
。

・�

地
元
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
来
て
要

望
を
聞
い
て
ほ
し
い
。

市
民
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

・�

今
後
も
継
続
す
べ
き
。

・�

時
期
・
テ
ー
マ
を
具
体
的
に
絞
っ
て

欲
し
い
。

・�

周
知
方
法
に
工
夫
を
。

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

・�

議
会
だ
よ
り
の
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ

で
、
そ
の
他
の
質
問
の
内
容
も
細
か

く
知
り
た
い
。

・�

議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
を

議
会
だ
よ
り
の
も
っ
と
見
や
す
い
場

所
に
載
せ
る
べ
き
。

意見交換会の会議録と集約・精査した意見・要望等は、
本宮市議会のホームページに掲載しています。

　市内全 7 地区での意見交換会が終了したため、いただいた市民の皆さんの意見・要望を議会活
性化検討特別委員会で「市長部局に伝えるもの」と「議会での対応とするもの」に精査分別し、「市
長部局に伝えるもの」を市に提出しました。主な内容をご紹介します。

市
長
部
局
に
伝
え
る
も
の

議
会
で
の
対
応
と
す
る
も
の
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討論

会 派 名 みらい創和会 新 風 会 共 無 所 属 －

� 議員名

議　案

川
名　
正
勝

国
分　
民
雄

渡
辺　
善
元

円
谷　
長
作

佐
々
木
広
文

渡
辺
由
紀
雄

次
藤　
　
栄

遠
藤　
孝
夫

川
名　
順
子

山
本　
　
勤

三
瓶　
裕
司

菅
野　
健
治

國
分　
義
之

渡
辺　
忠
夫

菊
田　
広
嗣

橋
本　
善
壽

後
藤　
省
一

根
本　
七
太

渡
辺　
秀
雄

伊
藤　
隆
一

矢
島　
義
謙

国
分　
勝
広

作
田　
　
博

議案第42号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議案第43号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

※これ以外の議案等は全会一致で可決されています。6月定例会賛否一覧

※○は賛成　●は反対　議長（作田　博）は採決に加わらない
※会派名の略称は以下のとおり　共…日本共産党

本議会での討論

賛
成
討
論　
　
　
　
　
　
　
根
本
七
太
議
員

　
こ
の
議
案
は
、
平
成
２６
年
度
の
税
制
改
正

で
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
な

ど
が
３
月
３１
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
本
市
で
も
改
正
を
行
い
、
速
や
か
に
執

行
す
る
こ
と
で
市
民
の
生
活
に
安
全
と
安
心

を
提
供
で
き
る
も
の
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論　
　
　
　
　
　
　
根
本
七
太
議
員

　
地
域
経
済
の
停
滞
か
ら
低
所
得
者
層
が
増

加
し
て
お
り
、
加
入
者
の
高
齢
化
や
被
保
険

者
数
の
減
少
等
に
よ
り
、
一
人
当
た
り
の
国

民
健
康
保
険
税
の
負
担
が
増
え
て
き
て
い

る
。
本
来
で
あ
れ
ば
税
率
改
定
基
本
方
針
に

基
づ
く
算
定
と
な
る
と
こ
ろ
を
、
本
市
と
し

て
は
税
率
を
前
年
度
並
み
に
抑
え
、
市
民
の

生
活
を
守
る
と
い
う
提
案
で
あ
り
、
そ
の
と

お
り
で
あ
る
と
認
識
し
、
賛
成
す
る
。

反
対
討
論�

渡
辺
忠
夫
議
員

　
改
正
案
の
中
に
あ
る
軽
自
動
車
税
の
増
税

は
、
自
動
車
業
界
か
ら
の
要
望
に
応
え
自
動

車
取
得
税
を
減
税
・
廃
止
し
、
そ
の
不
足
を

補
う
た
め
の
も
の
で
、
国
民
に
対
し
消
費
税

に
加
え
て
二
重
の
負
担
を
押
し
付
け
て
い

る
。
本
市
で
も
軽
自
動
車
は
大
変
普
及
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
法
人
市
民
税
の
引
き
下
げ
は
良
い

が
、
そ
の
引
き
下
げ
分
を
国
税
と
し
て
徴
収

し
、
地
方
交
付
税
の
原
資
と
す
る
の
は
問
題

で
あ
る
。
自
治
体
間
の
税
収
格
差
の
是
正
は

地
方
交
付
税
の
財
源
保
障
と
財
政
調
整
の
両

機
能
を
強
化
す
る
こ
と
で
な
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
た
め
、
反
対
す
る
。

反
対
討
論�

渡
辺
忠
夫
議
員

　

課
税
限
度
額
が
後
期
高
齢
者
支
援
分
で

２
万
円
、
介
護
納
付
金
で
２
万
円
の
引
き
上

げ
に
な
る
。
市
は
、
一
人
当
た
り
の
保
険
税

を
前
年
度
並
み
と
し
た
と
し
て
い
る
が
、
前

年
度
の
課
税
額
は
適
当
だ
っ
た
の
か
と
い
う

と
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
国
保
税
の
滞
納

額
は
６
，
３
０
０
万
円
で
あ
り
、
過
年
度
分

を
合
わ
せ
る
と
実
に
２
億
円
を
超
え
る
こ
と

か
ら
も
、
課
税
額
を
前
年
度
並
み
以
下
に
す

る
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
を
増
や

す
べ
き
で
あ
る
。

議
案
第
４２
号

本
宮
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
４３
号

本
宮
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　6 月 19 日の本会議で、議案第 42 号及び第 43 号の 2 つの議案に、反対及び賛成の
立場から討論がありました。主な内容は次のとおりです。

　

こ
の
議
案
は
平
成
２６
年
度
の
税
制
改
正

に
伴
い
、
本
宮
市
の
税
条
例
等
を
改
正
す

る
た
め
の
議
案
で
す
。

　
こ
の
議
案
は
平
成
２６
年
度
の
国
民
健
康
保

険
税
の
税
率
改
正
を
行
う
た
め
の
議
案
で
す
。



11 もとみや議会だより第35号

会派・政務活動費報告

政務活動費　このように使いました！

平成26年度の交付状況

会派の構成はこのようになっています！

　政務活動費とは、地方自治法の規定に基づき、議員の調査研究等の活動の経費として交
付するものです。
　本市では、「本宮市議会政務活動費の交付に関する条例」を定め、平成 25 年度から会
派または議員は 1 人当たり月額 1 万円、年額 12 万円の交付を受けられるようになりまし
た。また、「本宮市議会政務活動費の取扱いに関する要綱」を定め、政務活動費の使途基
準を明確にしています。
　平成 25 年度の政務活動費の使途は次のとおりです。視察先や購入図書等、より詳しい
内容をご覧になりたい場合は議会事務局までお問い合わせください。

　会派とは、議会内で同じ政策を持
つ議員の集団です。本市では、会派
制による議会運営を活性化するた
め、会派結成の要件を議員３人以上
から２人以上に改正を行いました。
なお、公党に所属する議員は１人で
あっても会派として認めています。
　平成 26 年６月定例会終了後には、
新たに「市民の会」が結成されました。

※�差引残金は市の一般会計に返還します。

※◎は会派代表者です。

会派または議員名 みらい創和会 新風会 国分勝広 作田　博
収入 840,000円 720,000円 120,000円 120,000円

調査研究費（a） 296,545円 72,200円 0円 0円
研修費（b） 0円 411,095円 71,000円 36,390円
広報費（c） 372,935円 200,000円 26,769円 0円

要請・陳情活動費（d） 170,520円 0円 0円 17,010円
資料購入費（e） 0円 36,705円 6,145円 18,755円

支出合計（a～ eの合計） 840,000円 720,000円 103,914円 72,155円
差引残金（収入－支出合計） 0円 0円 16,086円 47,845円

会派または議員名 人数 交付金額
み ら い 創 和 会   7人 840,000円
新 風 会 6人 720,000円
国 分 勝 広 1人 120,000円
作 田 　 博 1人 120,000円

会派の名称 所属議員

みらい創和会 ◎川名正勝　国分民雄　渡辺善元　円谷長作
　佐々木広文　渡辺由紀雄　次藤　栄

新 風 会 ◎遠藤孝夫　川名順子　山本　勤　三瓶裕司
　菅野健治　國分義之

市 民 の 会 ◎矢島義謙　国分勝広　伊藤隆一　渡辺秀雄
　後藤省一　菊田広嗣

日 本 共 産 党 ◎渡辺忠夫

会派の名称 所属議員

みらい創和会 ◎川名正勝　国分民雄　渡辺善元　円谷長作
　佐々木広文　渡辺由紀雄　次藤　栄

新 風 会 ◎遠藤孝夫　川名順子　山本　勤　三瓶裕司
　菅野健治　國分義之

市 民 の 会 ◎矢島義謙　国分勝広　伊藤隆一　渡辺秀雄
　後藤省一　菊田広嗣

日 本 共 産 党 ◎渡辺忠夫

会派に属さない議員 橋本善壽　根本七太　作田　博
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一
般
質
問市

政
を

原発に依存しないエネルギー施策の推進を
（本宮市役所内の蓄電池）

問

問

答

答

市
営
住
宅
の
水
洗
化
計
画
は

市
の
理
想
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
は

計
画
に
基
づ
い
て
進
め
て
い
く

その他の質問
・親水公園・パークゴルフ場について
・施設電力使用量程度の太陽光発電を検討しては

太
陽
光
と
蓄
電
池
の
併
用
を
進
め
る

次藤　栄
議員

問１0
人
の
議
員
が
登
壇

う

問
政
府
は
、
原
発
は
重
要

な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源

と
し
、再
稼
働
す
る
と
言
う
。

事
故
後
の
検
証
と
反
省
も
な

く
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策

は
不
安
で
あ
り
、
将
来
を
担

う
子
ど
も
達
に
対
し
て
無
責

任
と
感
じ
る
。
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
べ
き
と

考
え
る
が
市
の
理
想
は
。

問
現
在
の
市
営
住
宅
は
老

朽
化
が
進
み
十
分
に
住

み
や
す
い
環
境
と
は
言
え

ず
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
も
進

ん
で
い
な
い
。
住
民
が
仕
方

が
な
い
と
諦
め
る
こ
と
の
な

い
よ
う
早
急
に
改
修
が
必
要

と
考
え
る
。
水
洗
化
さ
れ
て

い
な
い
戸
数
と
そ
の
住
宅
の

水
洗
化
計
画
の
状
況
は
。

答
福
島
県
の
一
自
治
体
と

し
て
原
発
を
除
い
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
施
策
を
進
め
る
べ

き
で
あ
り
、
そ
の
中
で
市
と

し
て
は
太
陽
光
と
蓄
電
池
の

併
用
が
対
策
で
あ
る
と
考
え

る
。
ま
た
、
民
間
活
力
も
利

用
し
な
が
ら
国
が
電
力
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持

つ
か
注
視
し
て
い
き
た
い
。

答
現
在
の
市
営
住
宅
17

団
地
３
８
３
戸
の
う
ち

水
洗
化
さ
れ
て
い
な
い
の
は

１
９
６
戸
で
あ
る
。
現
在
、

兼
谷
平
市
営
住
宅
の
６
戸
を

計
画
し
て
い
る
が
、
水
洗
化

は
住
宅
を
使
用
し
て
い
る
状

態
で
は
困
難
な
の
で
、そ
の
状

況
も
勘
案
し
な
が
ら
長
寿
命

化
計
画
に
よ
り
進
め
た
い
。
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問

問

答

答

８
月
５
日
の
水
害
か
ら
の
復
旧
状
況
は

市
の
パ
ソ
コ
ン
リ
ー
ス
料
の
見
直
し
を

６
月
末
か
ら
未
着
手
箇
所
を
順
次
発
注

経
費
の
差
を
比
較
調
査
し
て
い
き
た
い

橋本善壽
議員

菊田広嗣
議員

パソコンのリース料を見直し経費削減すべき

その他の質問
・オープンＯＳ導入について
・ＩＴ化社会に向けての教育について

SNS( ソーシャル・ネットワーキング・サービス )…インターネット上
の交流を通して社会的ネットワークを構築するサービスのこと。

一日も早い復旧を（糠沢字北箕内地内）

その他の質問
・市内のシイタケ原木は林業賠償の対象となるか
・2 月 15 日の豪雪被災者への支援事業の進捗は

問
一
時
保
管
場
所
を
確
保
す
る
考
え
は

答
仮
置
き
場
へ
の
保
管
の
可
能
性
も
探
る

問
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
情
報
発
信
に
活
用
し
て
は

答
現
在
す
ぐ
に
導
入
す
る
考
え
は
な
い

問
昨
年
８
月
５
日
に
発
生

し
た
記
録
的
な
集
中
豪

雨
。
特
に
被
害
の
多
か
っ
た

白
沢
地
区
の
復
旧
工
事
が
ほ

と
ん
ど
進
ん
で
い
な
い
よ
う

に
思
え
る
。
復
旧
工
事
の
進

捗
状
況
と
今
後
ど
の
よ
う
な

計
画
で
進
め
て
い
く
予
定

か
。

問
市
の
パ
ソ
コ
ン
の
年
間

リ
ー
ス
料
は
８
７
４
万

８
千
円
で
、
そ
の
中
に
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
料
も
含
ま
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
実
績

と
し
て
年
５
～
１０
台
し
か
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
に
出
さ
な
い
の

な
ら
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
料
を

抜
い
て
単
品
で
修
繕
に
出
し

た
方
が
安
く
な
る
の
で
は
。

問
集
合
住
宅
地
な
ど
一
時

保
管
場
所
の
な
い
地
区

は
、
一
時
保
管
場
所
が
確
保

さ
れ
る
ま
で
、
ま
た
は
仮
置

き
場
に
持
ち
込
め
る
ま
で
除

染
作
業
に
入
れ
な
い
。
今
後

住
宅
除
染
を
早
く
進
め
て
い

く
上
で
、
汚
染
土
壌
の
一
時

保
管
場
所
を
市
が
確
保
す
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

問
現
在
市
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情

報
発
信
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

み
で
あ
る
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
は
無
料

な
の
で
活
用
し
て
は
。
特
に

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
、例
え
ば

掲
示
板
を
利
用
し
駅
の
東
西

ア
ク
セ
ス
等
市
民
の
意
見
を

収
集
で
き
る
と
考
え
る
が
。

答
公
共
債
に
つ
い
て
は
市

内
５１
箇
所
で
、
こ
の
う

ち
４
箇
所
が
完
了
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
単
独
債
は
市
内
９０

箇
所
で
、
こ
の
う
ち
約
６
割

が
完
了
も
し
く
は
現
在
工
事

中
で
あ
る
。
残
り
の
４
割
は

今
後
６
月
末
か
ら
７
月
に
か

け
て
順
次
発
注
し
て
い
き
た

い
。

答
契
約
の
中
に
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
料
も
含
ま
れ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
を
除
い
た
金

額
等
は
計
算
し
て
い
な
い
。

今
後
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
料
を
別

に
し
て
契
約
し
た
場
合
、リ
ー

ス
と
比
べ
て
経
費
に
ど
の
よ

う
な
差
が
あ
る
の
か
調
査
し

て
い
き
た
い
。

答
基
本
的
に
個
人
の
宅
地

ま
た
は
受
託
業
者
が
確

保
し
た
場
所
に
一
時
保
管
す

る
方
法
で
進
め
て
い
る
。
仮

置
き
場
用
地
を
一
時
保
管
場

所
に
す
る
方
法
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
仮
置
き
場
建
設
に
支

障
が
な
い
か
検
討
し
、
支
援

機
構
と
協
議
し
な
が
ら
可
能

性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

答
利
用
し
な
い
人
に
対
し

て
情
報
発
信
が
で
き
な

い
こ
と
や
、
誰
で
も
自
由
に

書
き
込
み
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
対
応
体
制
の
整
備

も
必
要
で
あ
り
、
現
在
す
ぐ

に
導
入
す
る
と
い
う
考
え
は

持
っ
て
い
な
い
。
今
後
も
社

会
情
勢
等
把
握
し
、
必
要
性

が
生
じ
れ
ば
検
討
し
た
い
。
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問
答市
道
拡
幅
改
良
の
進
捗
状
況
は

協
議
が
整
い
次
第
、
設
計
に
か
か
る

国分勝広
議員

問
答タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
た
教
育
は

現
時
点
で
導
入
は
難
し
い

菅野健治
議員

朝混雑する万世・中條線出口

その他の質問
・小・中学校の教育について
・次年度も執行者として市長選に立候補するのか

将来の大玉村との合併は（安達太良山）

その他の質問
・市税等のペイジー制度・クレジット納付について
・修学旅行について

問
市
長
の
多
選
自
粛
条
例
を

答
率
先
し
て
条
例
を
つ
く
る
考
え
は
な
い

問
２
市
１
村
と
の
連
携
に
つ
い
て
見
解
は

答
今
後
も
意
見
交
換
し
、
連
携
し
て
い
く

問
①
市
道
万
世
・
中
條
線

（
郵
便
局
南
側
）
の
拡

幅
改
良
の
計
画
は
現
在
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。�

②
万
世
・
下
町
線
（
下
町
交

差
点
西
側
）
の
約
６０
ｍ
の
通

行
で
き
な
い
区
間
を
拡
幅
改

良
し
、
通
行
で
き
る
よ
う
に

す
べ
き
で
は
。

問
教
育
現
場
で
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
導
入
が
進
ん

で
お
り
、
国
は
平
成
32
年
ま

で
に
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
一
人
に
１
台
整
備
す
る

目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
た
授
業

に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

問
「
権
腐
１０
年
」と
言
わ
れ

る
よ
う
に
権
力
を
持
っ

て
１０
年
も
過
ぎ
る
と
麻
痺
し

て
く
る
。
権
力
を
帯
び
て
い

る
者
が
そ
れ
を
乱
用
し
自
己

の
権
限
を
極
限
ま
で
利
用
し

よ
う
と
す
る
こ
と
は
歴
史
も

示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
自
ら

多
選
自
粛
条
例
を
提
案
す
る

考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

問
本
市
は
、
商
圏
は
郡
山

市
、
広
域
行
政
組
合
は

二
本
松
市
、
大
玉
村
と
２
市

１
村
の
結
び
つ
き
が
あ
り
、

市
の
発
展
に
は
欠
か
す
こ
と

が
で
き
な
い
。
今
後
の
職
員

の
人
事
交
流
を
含
め
た
連

携・提
携
に
つ
い
て
の
考
え
、

ま
た
将
来
の
大
玉
村
と
の
合

併
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。	

		


答
①
県
北
建
設
事
務
所
、

警
察
署
等
の
協
議
が
整

い
次
第
、
詳
細
設
計
や
物
件

調
査
を
行
い
、
来
年
度
以
降

用
地
確
保
に
取
り
組
み
、
決

ま
り
次
第
工
事
に
着
手
し
た

い
。 

②
整
備
の
際
に
は
道
路
整
備

計
画
を
作
成
し
、
地
域
へ
の

影
響
や
住
民
の
安
全
に
も
配

慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

答
今
年
度
、
国
が
取
り
組

み
出
し
た
ば
か
り
で
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
た

授
業
を
行
う
環
境
の
整
備
に

１
校
約
１
億
円
か
か
る
。
全

国
に
広
が
れ
ば
値
段
も
下
が

り
将
来
的
に
は
導
入
も
考
え

ら
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
費

用
的
な
こ
と
だ
け
で
な
く
、

難
し
い
部
分
が
あ
る
。 答

今
の
と
こ
ろ
市
民
か
ら

多
選
自
粛
条
例
制
定
を

言
わ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
自

ら
率
先
し
て
制
定
す
る
考
え

は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
市
民

が
市
長
や
議
員
を
選
ぶ
、
そ

の
判
断
の
中
で
一
番
良
い
と

思
う
方
に
投
票
し
、
結
果
と

し
て
い
ろ
い
ろ
な
形
が
出
て

く
る
と
考
え
て
い
る
。

答
人
事
交
流
は
実
施
し
て

い
な
い
が
観
光
面
の
Ｐ

Ｒ
を
一
緒
に
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
意
見
交
換
を
行
い
、

連
携
を
図
っ
て
い
く
。
合
併

に
つ
い
て
大
玉
村
長
は
当
面

自
立
の
道
を
進
む
と
議
会
で

答
弁
し
て
お
り
、
本
市
で
は

状
況
に
応
じ
て
情
勢
を
見
な

が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。
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問

問

答

答

安
達
疏
水
土
地
改
良
区
へ
の
支
援
は

行
政
区
制
度
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
は

真
摯
に
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
た
い

現
状
で
効
率
よ
く
果
た
さ
れ
て
い
る

根本七太
議員

渡辺秀雄
議員

家屋の評価は公正・公平に

その他の質問
・五百川駅周辺整備の検討に着手は
・積極的な宅地造成促進の考えは安達疏水土地改良区ポンプ場（和田字南大沢地内）

その他の質問
・多発する有害鳥獣駆除対策について

問
市
の
結
婚
支
援
事
業
へ
の
取
り
組
み
は

答
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る 問

リ
フ
ォ
ー
ム
も
評
価
の
対
象
に
す
べ
き

答
技
術
的
に
困
難
、
外
観
調
査
を
進
め
る

問
安
達
疏
水
土
地
改
良
区

の
認
識
、
市
は
ど
う
捉

え
て
い
る
の
か
。
水
利
費
の

４２
％
増
は
異
常
と
感
じ
る
。

水
確
保
に
他
の
手
段
が
な
い

白
沢
地
区
で
は
、
改
善
を
図

ら
な
け
れ
ば
維
持
で
き
な
い

の
で
は
と
危
機
感
を
覚
え

る
。
市
と
し
て
支
援
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

問
市
政
の
円
滑
な
運
営
を

期
す
る
た
め
行
政
区
が

あ
り
、
区
長
に
は
市
と
の
連

絡
調
整
や
地
域
づ
く
り
に
努

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

本
市
の
行
政
区
は
合
併
前
の

町
内
会
が
移
行
し
た
も
の

で
、
本
来
の
あ
り
様
で
は
な

い
。
戸
数
・
区
域
等
を
含
め

見
直
し
が
必
要
で
は
。問

農
家・商
店
の
後
継
者
嫁

対
策
、こ
れ
ま
で
商
工
会

や
農
業
委
員
会
で
取
り
組
ん

だ
経
過
は
あ
る
が
、効
果
と

課
題
は
。
先
進
地
で
あ
る
山

形
県
鶴
岡
市
と
庄
内
町
で
は�

昔
の
仲
人
に
着
目
し
た
結
婚

支
援
事
業
を
展
開
し
て
い

る
。
こ
う
い
っ
た
活
動
に
つ

い
て
市
の
考
え
は
。

問
家
屋
の
評
価
は
建
築
確

認
申
請
な
ど
を
基
に
調

査
し
、
評
価
額
が
決
定
さ
れ

て
い
る
が
、
市
で
は
評
価
漏

れ
が
な
い
か
再
調
査
を
始
め

た
と
聞
く
。
新
築
や
増
築
だ

け
で
な
く
、
大
規
模
な
リ

フ
ォ
ー
ム
も
対
象
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
か
ん
が
い
排
水
事
業
に

よ
り
、
天
候
に
左
右
さ

れ
ず
計
画
的
な
作
付
や
管
理

が
で
き
、
ま
た
適
量
の
水
が

得
ら
れ
、
農
業
経
営
に
大
き

く
貢
献
し
た
重
要
な
組
織
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
白

沢
地
区
の
農
業
存
続
の
た
め

こ
れ
か
ら
も
で
き
る
限
り
の

支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

答
市
内
１
１
６
行
政
区
そ

れ
ぞ
れ
に
昔
か
ら
の
歴

史
や
文
化
、
人
と
の
つ
な
が

り
が
あ
り
、
行
政
と
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
も
効
率
よ
く
果

た
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
小
規
模
の
行
政

区
ほ
ど
各
種
事
業
へ
の
参
加

率
が
高
い
こ
と
も
あ
り
、
現

状
の
と
お
り
で
進
め
た
い
。

答
各
団
体
で
イ
ベ
ン
ト
等

開
催
し
て
い
る
が
結
婚

に
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
。

ま
た
人
が
集
ま
ら
な
い
問
題

も
あ
る
。
市
の
対
策
と
し
て

今
の
社
会
情
勢
か
ら
行
政
が

介
入
し
て
成
果
を
上
げ
る
の

は
難
し
い
が
、
子
育
て
を
し

た
い
と
思
え
る
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

答
今
回
の
再
調
査
に
つ
い

て
は
外
観
調
査
で
あ
り
、

内
部
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
か

ど
う
か
は
確
認
が
で
き
て
い

な
い
。
仮
に
実
施
し
て
い
た

と
し
て
も
、
変
更
部
分
の
課

税
評
価
を
再
計
算
す
る
こ
と

は
現
在
技
術
的
に
大
変
困
難

で
あ
り
、
外
観
調
査
を
実
施

し
て
い
る
。
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問
答防
災
組
織
へ
の
支
援
は

設
立
時
に
２０
万
円
を
限
度
に
援
助

円谷長作
議員

問
答子
育
て
支
援
の
一
環
に
出
産
祝
い
金
を

他
市
の
状
況
等
も
含
め
て
研
究
し
た
い

渡辺忠夫
議員

災害に備え集会所等へも防災無線を設置しては

その他の質問
・なりすまし詐欺や消費者トラブル対策について
・防災訓練や防災へ向けた講演会について

高齢者も多く利用する中央公民館

その他の質問
・除染の進捗状況とスピードアップについて
・道路管理について

問
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
認
知
症
対
策
は

答
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
か
ら
指
導
す
る

問
中
央
公
民
館
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を

答
今
後
の
大
規
模
改
修
の
中
で
検
討
す
る

問
①
頻
発
す
る
集
中
豪
雨

に
対
し
、
防
災
無
線
に

よ
る
周
知
が
大
切
で
あ
る

が
、
公
民
館
や
学
校
、
集
会

所
な
ど
へ
の
設
置
は
。

②
町
内
会
な
ど
地
域
や
企
業

に
よ
る
防
災
組
織
の
設
置
状

況
と
設
置
に
向
け
た
支
援
を

強
化
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

問
小
学
校
の
入
学
式
に
出

席
し
、
入
学
生
の
少
な

さ
に
驚
い
た
。
こ
れ
ま
で
２

ク
ラ
ス
以
下
に
な
っ
た
こ
と

の
な
い
学
校
で
１
ク
ラ
ス
で

あ
る
。
子
育
て
支
援
に
は
沢

山
の
対
策
が
あ
る
が
、
そ
の

一
環
と
し
て
出
産
祝
い
金
を

支
給
し
て
は
ど
う
か
。 問

認
知
症
に
よ
る
徘
徊
や

行
方
不
明
者
が
平
成
25

年
は
１
万
３
２
２
人
。
65
歳

以
上
の
高
齢
者
で
は
、
７
人

に
１
人
が
認
知
症
と
推
計
さ

れ
る
。
市
で
は
患
者
数
を
把

握
し
、
予
防
や
対
処
策
を
検

討
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

ま
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
の
貸
し
出

し
は
。

問
中
央
公
民
館
は
市
民
が

集
ま
る
重
要
な
施
設
で

あ
る
。
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
公
民
館
に
対
す
る
要
望
の

中
に
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

つ
け
て
欲
し
い
と
た
く
さ
ん

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
要

望
に
応
え
、
ぜ
ひ
と
も
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

答
①
防
災
無
線
は
公
民
館

や
学
校
に
は
あ
る
が
、

幼
稚
園
・
集
会
所
等
に
は
な

い
。
幼
稚
園
等
に
は
教
育
委

員
会
か
ら
連
絡
し
て
い
る
。

②
企
業
は
把
握
し
て
い
な
い

が
、
市
内
に
は
１９
の
自
主
防

災
組
織
が
あ
る
。
設
立
時
に

援
助
を
し
て
お
り
、
共
済
へ

の
加
入
等
も
検
討
し
た
い
。

答
県
内
１３
市
中
３
市
が
出

産
祝
い
金
の
制
度
を
実

施
し
て
お
り
、
残
り
１０
市
は

実
施
し
て
い
な
い
。
少
子
化

対
策
と
し
て
、
こ
の
制
度
を

導
入
し
た
か
ら
と
い
っ
て
子

ど
も
が
増
え
る
わ
け
で
は
な

い
と
考
え
て
い
る
が
、
他
市

の
状
況
等
も
含
め
て
研
究
し

た
い
。

答
予
防
で
は
早
期
に
治
療

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
、
対
処
策
と
し

て
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等

を
通
じ
た
指
導
や
、
重
度
の

場
合
、
施
設
等
へ
の
入
居
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
Ｇ

Ｐ
Ｓ
端
末
は
平
成
23
年
度
か

ら
累
計
で
６
台
貸
し
出
し
て

い
る
。

答
中
央
公
民
館
は
、
昭
和

５２
年
建
築
の
建
物
で
あ

り
、耐
震
面
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
に
見
合
う
構
造
で
は

な
い
。
そ
の
た
め
現
状
で
は

設
置
は
困
難
な
た
め
、
今
後

の
耐
震
診
断
や
大
規
模
改
修

等
が
行
わ
れ
る
中
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。
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問
答市
民
目
線
で
行
政
執
行
し
て
い
る
の
か

よ
り
多
く
の
要
望
を
受
け
入
れ
た
い

矢島義謙
議員

子ども達の安全のため通学危険箇所の早期改善を

その他の質問
・しつけと非行防止の関連について
・学校支援のボランティア委嘱について

問
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
改
善
の
考
え
は

答
対
策
可
能
箇
所
を
整
理
し
進
め
て
い
く

問
市
長
は
常
に
市
民
の
意

見
を
掌
握
し
、
公
平
・

公
正
な
行
政
執
行
を
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
就
任
以
来
現

在
ま
で
市
民
の
目
線
で
行
政

執
行
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

自
治
体
の
行
政
を
市
長
一
人

で
行
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
。
職
員
の
ア
イ
デ
ア
を
生

か
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

問
東
日
本
大
震
災
・
大
雨
・

大
雪
等
に
よ
り
大
き
な

被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
現

在
災
害
復
旧
さ
れ
て
い
な
い

道
路
の
数
と
復
旧
計
画
は
。

ま
た
、
幼
い
子
ど
も
達
に
何

か
あ
っ
た
ら
大
変
な
問
題
で

あ
る
。
通
学
路
の
危
険
箇
所

の
数
と
改
善
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

答
就
任
以
来
様
々
な
形
の

中
で
現
場
に
出
向
い
て

き
た
。
市
民
の
要
望
は
多
種

多
様
で
全
て
に
応
え
る
こ
と

は
難
し
い
が
、
よ
り
多
く
の

要
望
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
予

算
編
成
を
目
指
し
て
い
る
。

職
員
の
ア
イ
デ
ア
は
情
報
の

共
有
化
を
図
り
、
予
算
や
事

業
の
展
開
に
反
映
し
た
い
。

答
公
共
災
害
復
旧
で
未
着

手
は
５１
件
中
１８
件
で
、

う
ち
１４
件
は
６
月
中
に
入
札

を
予
定
。
単
独
災
害
は
９０
件

中
４３
件
が
未
着
手
。
6
月
末

か
ら
順
次
発
注
す
る
。
通
学

路
で
は
６６
の
危
険
箇
所
が
あ

り
、
対
策
可
能
箇
所
を
整
理

し
な
が
ら
年
次
計
画
で
進
め

て
い
く
。

第 4 回臨時会

本宮第一中学校　北校舎の
耐震補強改修工事契約を締結

▲耐震補強工事が始まる本宮第一中学校北校舎

　
５
月
９
日
に
、
第
４
回
臨
時
会

が
開
か
れ
、
本
宮
第
一
中
学
校
北

校
舎
耐
震
補
強
改
修（
建
築
主
体
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結
や
専
決
処

分
の
承
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
宮
第
一
中
学
校
北
校
舎
耐
震

補
強
改
修
工
事
請
負
契
約
は
、
随

意
契
約
に
よ
り
石
橋
建
設
工
業

（
株
）
と
契
約
を
締
結
す
る
た
め

に
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。
契
約
金
額
は
３
億
６
７
２
万

円
で
す
。

　
専
決
処
分
の
承
認
で
は
、
繰
越

明
許
費
補
正
予
算
や
本
宮
市
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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遠藤基栄さん

　
　
議
会
傍
聴
感
想

　
久
し
ぶ
り
の
議
会
傍
聴
の
機
会
を
得
ま
し

た
。Ｆ
Ｍ
モ
ッ
ト
コ
ム
放
送
の
録
音
も
あ
り
、十

数
人
の
市
民
の
方
が
傍
聴
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
一
市
民
と
し
て
、
本
宮
市
の
将
来
像
に
は

無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
と
の
思
い
も
あ
り
、

特
に
未
婚
者
の
増
加
に
は
危
惧
を
し
て
い
ま

す
。
私
達
一
人
ひ
と
り
の
生
活
の
営
み
が
社

会
を
形
成
し
、
経
済
を
支
え
て
い
ま
す
が
、

そ
の
基
本
で
あ
る
出
生
率
の
低
下
が
問
題
だ

と
常
々
考
え
て
い
ま
す
。

　
議
員
の
一
般
質
問
の
中
で
、
自
ら
の
地
域

に
お
け
る
結
婚
適
齢
期
の
継
続
的
デ
ー
タ
を

紹
介
し
て
の
質
問
は
説
得
力
が
あ
り
ま
し
た
。

結
婚
し
な
い
、
で
き
な
い
、
し
た
い
が
進
め

ら
れ
な
い
等
、
い
ろ
い
ろ
な
社
会
背
景
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
10
年
目
を
迎
え
る
個
人

情
報
保
護
法
の
拡
大
解
釈
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
阻
害
も
大
き
な
原
因
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
議
員
提
案
の
よ

う
に
「
縁
結
び
隊
」
な
る
お
せ
っ
か
い
人
の

後
押
し
を
、
市
民
・
行
政
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ま
れ
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

　
市
民
の
義
務
と
権
利
と
し
て
議
会
傍
聴
に

一
度
足
を
運
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

あ

と

が

き

　
野
山
や
田
畑
な
ど
緑
が
一
段
と
濃

く
な
っ
た
中
で
行
わ
れ
た
６
月
議

会
。
追
加
議
案
を
含
め
15
の
議
案
が

可
決
さ
れ
、
さ
ら
な
る
超
大
型
予
算

と
な
り
ま
し
た
。
除
染
を
含
め
、
水

害
や
雪
害
か
ら
の
復
旧
な
ら
び
に
支

援
に
対
し
て
の
予
算
が
多
く
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
、
想
像
を
超
え
た
豪
雨
や

豪
雪
と
自
然
の
驚
異
を
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
さ
ら
に
暑
さ
が
増
し
、
長
雨
や

ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
の
発
生
が
心
配
さ
れ

ま
す
。
も
し
も
の
事
態
を
想
定
し
備

え
て
お
く
こ
と
も
大
事
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
年
は
自
然
災
害
の
発

生
が
無
い
こ
と
を
強
く
願
う
ば
か
り

で
す
。�

（
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次回9月定例議会は
9月2日に開催予定です。�
請願・陳情の締め切りは�
8月21日です。
※�なお、正式な日程は議会運営委員会
で決定します。
問合わせ　TEL33-1111（内線 302）

6月定例会を傍聴された方は47人でした。
今回はその中から遠藤基栄さん（本宮字中條）に傍聴の感想をお聞きしました。

今年度も市民との意見交換会を開催いたします！
どなたでも参加できますので、ご都合のよい会場へお越しください。
開催時間はいずれの会場も午後６時３０分から２時間程度です。

※�定例会・臨時会の概要など
も報告いたします。

本宮市議会 第２回 市民との意見交換会開催のお知らせ

開催日
学　区

出席議員
会　場

10月23日(木)
岩根小学校区 ・次藤　栄・根本七太・渡辺善元・伊藤隆一E

・矢島義謙・国分民雄・國分義之岩根地区公民館(和室)

10月30日(木)
糠沢小学校区 ・橋本善壽・後藤省一・佐々木広文

・遠藤孝夫・国分民雄・國分義之白沢公民館糠沢分館(和室)

10月30日(木)
和田小学校区 ・三瓶裕司・円谷長作・根本七太・山本　勤

・渡辺秀雄・川名正勝・渡辺忠夫白沢公民館和田分館(和室)

10月30日(木)
白岩小学校区 ・菊田広嗣・菅野健治・渡辺善元・川名順子

・渡辺由紀雄・国分勝広・作田　博白沢公民館長屋分館(和室)

11月　5日(水)
本宮小学校区 ・菅野健治・次藤　栄・佐々木広文・伊藤隆一

・矢島義謙・作田　博高木地区公民館(和室)

11月　5日(水)
まゆみ小学校区 ・菊田広嗣・三瓶裕司・後藤省一・円谷長作

・山本　勤・川名正勝・国分勝広えぽか(中会議室)

11月　5日(水)
五百川小学校区 ・橋本善壽・渡辺秀雄・川名順子

・遠藤孝夫・渡辺由紀雄・渡辺忠夫青田農耕センター (和室)

意見交換会のテーマを
募集します！

市民の皆さんと意見交換をする
テーマの候補を募集します。
８月末までに議会事務局まで電
話・ＦＡＸ、またはメールにて
お寄せください。

<

再
生
紙
使
用>


